




























































巻名 出版年月 出版説明 序・前言 図・表・舞台写真






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 ６）http://jiten.biglobe.ne.jp/j/f6/c5/1f/0f3b0031a45f7e101a1290015412aad2.htm（ ア ク セ ス 日、
２０１２年２月２０日）。
　７）「序文」『湖北省巻』中国戯劇出版社、１９５８年。
　８）聞耳「我国戯曲的精華―介紹『戯曲選』」『読書』１９５９年第２３期、Ｐ１７。
　９）「社論」『人民日報』１９５６年５月１８日。
　１０）「前言」『山西省巻』中国戯劇出版社、１９５９年、Ｐ１４。
　１１）「前言」『安徽省巻』中国戯劇出版社、１９５９年、Ｐ２-３。
　１２）「前言」『安徽省巻』中国戯劇出版社、１９５９年、Ｐ７-８。
『中国地方戯曲集成』の編集出版について
－ 155 －
　１３）１９５９年の春、周恩来が冶金部の会議で「両点論」を提出。通俗的な言い方では「二本足で歩
く」と言われる。その主旨は、経済建設における中央と地方、群衆運動と党の集中指導、大中小
の企業、土と洋の両方とも重視すべき、総合的なバランス感覚を保つことが重要だというもので
ある。大躍進当時の「一辺倒」の傾向を修正する指導方針となる。なお、文芸界での「二本足で
歩く」ということは伝統劇の重視と現代劇の兼顧を意味する。
　１４）１９５８年、歴史家范文瀾が胡適の資産階級歴史観を批判するために、『人民日報』で「歴史研究
必須厚今薄古」の論文を発表した。５月５日から２３日、中国共産党第八回全国大会が北京で開か
れたとき、范文瀾も候補中央委員として出席した。毛沢東はその席上何回も立ち上がって発言し
た。「今日、私は大変嬉しい。范文瀾同志が厚今薄古の観点を提出した。私は彼の文章を読んだ。
大変立派なものだ」、「私からもう一人、補足しておきましょう。秦の始皇帝のことだ。秦の始皇
帝は厚今薄古の専門家だ」。同年の年末、『歴史研究』の第五号に、郭沫若、范文瀾、侯外廬、呂
振羽、劉大年、陳垣の六教授の連名で「歴史研究必須厚今薄古」の論文が掲載された。
　１５）吉劇は吉林省が１９５９年の建国記念日に合わせて作った、新しい劇種である。東北地方の民間
劇「二人転」を土台に、幾つかの地方劇の要素を加味して合成したものである。吉林省吉劇団は
 １９６０年に成立。有名な劇目には、『包公賠情』、『燕青売銭』、『桃李梅』などがある。
　１６）毛沢東「延安における文芸座談会での講話」『毛沢東選集』第２巻、人民出版社、１９５３年。
　１７）中国社会科学院当代研究所『中国人民共和国国史網』http://www.hprc.org.cn/gsgl/dsnb/（ア
クセス日、２０１２年２月２０日）。
　１８）陸定一「百花斉放、百家争鳴」『人民日報』１９５６年６月１３日。
　１９）「反右派運動」の関係資料は未だに公開されていない。ここでの引用数字は「維基百科」によ
るものである。
　　http://zh.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8D%E5%8F%B3%E8%BF%90%E5%8A%A8（アクセス
日、２０１２年２月２０日）。
　２０）李志綏『毛沢東私人医生回憶録１９４９-１９５７』、Ｐ１９。
　２１）孫業礼、熊亮華「陳雲の『検討』」張湛彬、劉傑輝、張国華編『「大躍進」和三年困難時期の中
国』、Ｐ４６。
　２２）楊明偉「周恩来提出了辞去総理職務的請求」前掲書、Ｐ１４-１５。
　２３）１９５８年６月２１日、毛沢東が中央軍事拡大会議で講話。前掲書、Ｐ３６。
　２４）非正常死亡の具体数は１５００万、２０００万、３０００万の諸説がある。主に中国外の専門家の推計であ
る。ここでの引用数字は「維基百科」によるものである。
　　http://zh.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E5%B9%B4%E5%9B%B0%E9%9A%BE%E6%97%
B6%E6%9C%9F（アクセス日、２０１２年２月２０日）。
　２５）馬雲飛「『三分天災、七分人禍』提法的由来」前掲書、Ｐ３５６。
　２６）「前言」『湖北省巻』中国戯劇出版社、１９５８年、Ｐ３。
　２７）柯慶施の「乗風破浪、加速建設社会主義的新上海」という文章は１９５７年１２月２５日の上海市共産
党代表大会での講話である。前掲書、Ｐ４６を参照。
　２８）張春橋は１９５８年１０月１３日の『人民日報』で『破除資産階級法権』という文章を発表し、毛沢東
に認められ、１９５９年１月から中国共産党上海市委員会常務委員となった。姚文元は１９４８年に中国共
産党に入党。解放後は上海市共産党盧湾区委員会で宣伝工作に携わり、『萌芽』雑誌、『文芸月報』
の編集、『解放日報』の編集委員を歴任。１９５５年に胡風を批判した『分清是非、劃清界限』を発表
し、張春橋の注目を浴びる。その評論活動から１９５０年代中ごろまでに毛沢東の知遇を得た。鳳凰
網：http://apphistory.news.ifeng.com/fi gure/detail.php?id=30（アクセス日、２０１２年２月２０日）。
　２９）１９７９年、中国文化部、国家民委、中国文聯などの主催で、国家重点プロジェクトとして、１０部
の『中国民族民間文芸集成志書』の編集・編纂が策定された。３０年を経て、１０数万人の専門家た
ちを動員して、ようやく２０１０年に完成した。全部で２９８部４５０冊約４.５億字の大著作となった。朱
基釵、袁晞「『中国民族民間文芸集成志書』編集出版」『人民日報』２０１０年４月１６日。
島根県立大学『総合政策論叢』第２３号（２０１２年３月）
－ 156 －
キーワード：中国地方戯曲　田漢　毛沢東　周恩来　文芸政策
付記： 本論文は、平成二十三年度科学研究費補助金・特別推進研究　課題番号２０００１００１
「清朝宮廷演劇文化の研究（代表者：磯部　彰）」の成果である。
（CHEN Zhongqi）
